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持続する志を感じる。
数年前、何年ぶりかに上海、天津、北京を訪問した。山梨学院で学び中
国に帰国した卒業生が集まり、歓迎の宴を開いてくれた。元気で活躍して
いる誠実な姿に接し、ある感動を覚えた。
先輩、同僚教授から学ばせていただいたことは、多い。東大法学部出身
の小山博也教授からは、私が深い関心を抱いていた矢内原忠雄、岡義武、
丸山眞男の人柄について教えてくれた。小野寺規夫教授からは、厳粛な判
決文の中核に秘められた深層のあることを教えられた。広く長い歴史の中
国社会の政治と社会を理解するのは、容易なことではないが、熊達雲教授
の適切は忠告と共に旅をして経験で情報を得、中国に対する理解をいくら
かは深めることができた。日露戦争100周年の記念行事とロシアの日本学
者ニコライ・ネフスキーを訪ねてのロシアの旅では、サルキソフ教授に全
面的にお世話になった。ソ連、ロシアに関心を持ちながらも知る機会は少
なかった。実際にロシアの土を踏むことができたのは、サルキソフ教授の
努力に負っている。
非常勤講師の体験は、研究領域の近い研究者との情報交流の意義もある
が、圧倒的な蔵書量を誇る都内の早稲田、慶応、法政の大学図書館の利用
ができて大いに助かった。
研究費は、科学研究費補助金の交付を受けて、海外調査旅行ができたこ
とは幸いであった。関係資料も集めることができた。また、収集した資料
のいくらかは出版物として発行することもできた。
全体的にみて、すべてが、順風満帆とまではいかないが、政治行政学科
での17年の短い歳月は、私個人にとって実り多き充実した時間が過ごせた
ような気がする。
（2020年10月10日記）
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